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メタバース推進協議会の特性と目指すもの

現実社会では、未来のために解決しておきたい多くの
課題が複雑に絡み合い、人々が望む平穏で“普通”の
生活や営みさえ、“有難い”とされています。

日本人には、特有の自然観や倫理観、美意識があります。
加えて、生命科学やデジタル技術の分野でもめざましい進
歩を遂げてきました。
しかし、現実社会には、さまざまな課題を解決するべき社会
構造の整備が追い付いていないケースが散見されています。

これら世界共通の社会課題をメタバースに描き、未来につな
げることで、時空を超えた人類の英知が解決に導けると信じ
ています。
私たちは、現実社会を構成しているより多くの人々と連携し、
生活者が主体となるメタバースの可能性を探求するために、
メタバース推進協議会を発足いたしました。

設立主旨

 弊協議会は、”人間本来の暮らし方“日本人の生活文化の醸成、継承など、生活者主体の視点を持ち、
日本独自の生活文化プラットフォームをメタバースで創り育てることを目指している。

＜独自性＞
生活者を主体にした
生活文化の醸成と継承

＜差別化＞
現実社会連動メタバース

現実社会を平穏で“普通”の新しい世界へ、
生活者主体の現実社会連動メタバースが、

“人間本来の暮らし方”に導く。

メタバース推進協議会では、日本の生活文化、
科学、技術、経済などに関わる
有識者と企業を結集し、

日本人の自然観や倫理観、美意識を基にした
メタバースの世界に、現実社会の課題を
連動させて描き、後世に伝えていく。

ミッション・役割
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例：メタバースセキュリティ検討会設立(22年6月)

安心安全なメタバース空間の実現に向けて、
一般社団法人セキュアIoTプラットフォーム協議会と連携し本協議会内に
部門横断組織として設立。22年11月JAPAN Security Summitにて

 「メタバースセキュリティガイドライン」宣言を公開

例：日経メタバースシンポジウム(23年7月)

(参考)活動の様子
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メタバース推進協議会活動の全体像

■ 当協議会の活動は大きく2つのカテゴリに分類。有識者を交えた勉強会を通じ、メタバースの普及浸透に向
けたナレッジ蓄積と同時に、国内海外動向も含めたヒアリング活動を通じ分科会にてルールメイクを推進

参加対象目的活動 頻度

全体共有会

意見交換会

正規一般会員
賛助会員
特別会員

正規一般会員
賛助会員
特別会員

3カ月に1回

月1回

世界経済フォーラム など 事務局 随時実施

メタバース講演・
体験会・ワークショップ 事務局 随時実施

勉
強
会

ル
ー
ル
メ
イ
ク

外
部
活
動

⮚国内外の有識者をお招きし専門的なナレッジの提供
⮚事例の勉強やディスカッションをする機会の提供
⮚理事/企業間の懇親会

⮚国内外の有識者をお招きし専門的なナレッジの提供
⮚各分科会の状況共有

分科会

政策提言

実証実験

ヒアリング活動

正規一般会員
特別会員

正規一般会員
特別会員

正規一般会員
特別会員

正規一般会員
賛助会員
特別会員

分科会による
(月1回以上)

随時実施

随時実施

3ケ月に1回⮚加盟企業様へのヒアリング活動

⮚安心安全なメタバースの実現、新たな生活文化を形成・醸成、生活者が主体となる現実社
会連動メタバースの実現に向け、分科会を設置

⮚メタバースの普及浸透を目的に、各省庁と連動し
課題の抽出や法整備の提言を実施

⮚分科会で検討したガイドラインを基に実証実験を通じ仮説検証を実施
⮚各実証実験にて学習した内容を適宜反映していく

⮚世界動向のヒアリング活動
⮚世界動向の内容を適宜分科会検討事項に反映していく

⮚企業や学校、一般向けにメタバース概要説明、国内外最新事例紹介等の講演
⮚実際にVRゴーグルを装着した仮想空間体験会の実施
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協議会としてのトレンド/社会実装に向けたアプローチ

■ 持続性の高い成長モデルの社会実装に向け、ユースケース創出と支える技術要素の循環機能の構築を目指します

情報の発信・コミュニケーション・共創ネットワークの構築

社会実装加速に向けたアクションプラン
(マーケットin)

各分野のニーズに基づく課題解決・産業の創出

多様な新しいユースケースの創出

社会実装Lab

例)メタバースを活用した地方創生モデル
医療格差是正のためのメタバース活用
教育格差是正のためのメタバース活用

・・・・

技術の新たな選択肢

次世代技術の要件

営み

次世代技術基盤構築に向けたアクションプラン
(プロダクトout)

新重要技術の社会実装

テーマを支える技術要素

オープン技術Lab

例)標準化・共有化の方針検討/策定
信頼性・安全性の方針検討/策定

・・・・

中央省庁 企業 大学自治体

言語と
常識の壁を
超える

知識の多募
を超える

個人主義を
次の段階へ

すべての人々
にチャンスを

時間と空間
を自在に
移動

経済性以外
の尺度を

社会を前進
させる真の
自由意思を

差別のない
世の中を

最後の一日まで
自己実現できる

人生を
情報化から
行動化へ
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ガイドライン分科会、社会実装検討会の目的、役割分担

■ 機能別レイヤー(業界横断)の分科会と、社会実装検討会の違いは以下の通りであり、社会実装検討会
は、加盟企業の皆さまの意見や希望を取り入れつつ、順次立ち上げ予定

ガイドライン
分科会  安心安全なメタバースのための、機能別レイヤー(業界横断）でのガイドライン作りが主目的

 メタバースの社会実装に向けた、ユースケース策定・検証や実証実験を行いモデルケースを創出することが主目的

メタバース金融分科会メタバースセキュリティ分科会

ファシリテーター

メンバー

生活文化検討会
(メタバースコンテンツ分科会)

(順次立上げ)
加盟企業の皆さまが
検討したいテーマを
元に、立ち上げ

(各地方自治体)

加盟企業様のみ公開

(各官公庁)

社会実装検討会

社会実装
Lab

(テーマ)

オープン技術
Lab

(支える技術要素)

地方創生 教育 医療

観光人間本来の在
り方の探求

エンター
テイメント

AI・AGI・
デジタル
ヒューマン

デジタルツイン
IoT・ロボット VR/AR/XR

(順次立上げ)
加盟企業の皆さまが
検討したい技術要素
を元に、立ち上げ

加盟企業様のみ公開 加盟企業様のみ公開
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セキュリティガイドラインの作成方針

 協議会ではメタバースの世界を広く浸透させたいという理念を掲げており、セキュリティガイドラインにおいても
その考えを踏まえ、一般消費者でも理解しやすいものを作成する

メタバース推進協議会の
理念

セキュリティガイドラインの
作成方針

• メタバースによる生活文化・経済を浸透させるためには、単一的なステークホルダーに
依存する形での仕組みづくりは困難であると捉え、我々は現実世界での生活文化・
経済に関わるマルチステークホルダと共に、新たな世界としてメタバースを共創していく
ことを目指す。

• 協議会の理念を踏まえると、広くメタバースの世界を浸透させたいが、現状ではまだ一
般消費者まで行き届いていないと考えている

• 以上を踏まえると、セキュリティガイドラインは将来的に一般消費者でも理解しやすい構
成・文脈で表現する必要があるが、まずはＰＦ/ワールド提供事業者向けに展開する
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セキュリティガイドラインの作成アプローチ

 メタバース上で起こり得る脅威や対策を3つのステップで整理し、並行して社会実証検討会にて行われる各
実証実験にて学習した内容を適宜反映していく

セキュリティ
ガイドラインの
検討手順

社会実装検討会
との連携方法

実証実験
A

実証実験
B

実証実験
C

実証実験
D

実証実験にて学習した内容を適宜反映

【Step1：Whatの検討】
メタバース空間で起こり得る脅
威を機能別レイヤ（ユーザー・
デバイス・プラットフォームなど）
で検討

【Step2：Whereの検討】
Step1で抽出した脅威が、バリ
ューチェーン上（個人情報の
登録時・本人認証時・決済時
など）どこで起こり得るかを検
討

【Step3：Howの検討】
Stride Modelを用いて各脅
威の種別を整理し、それぞれに
対して対策案を検討

下記を業界別（小売・金融保険・不動産など）に行い、業界別に整理
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セキュリティガイドライン(総論)の内容紹介

■ 総務省 第2回「安心・安全なメタバースの実現に関する研究会」では、当協議会セキュリティ分科会で検
討してきた「セキュリティガイドライン第二版」の中の総論をご紹介いたします

宣言

総論

各論

• 2022年度公開済

• 「宣言」に基づき、機能別レイヤーやバリ
ューチェーンの粒度で言及
ユースケースを想定した課題整理をし、
総論のゴール設定を行う

粒度

• 実証実験で検証可能な個別具体的な
粒度(随時)
＊24年度～

概略

総務省第二回研究会ご紹介範囲
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検討・策定メンバーのご紹介

一般社団法人メタバース推進協議会
セキュリティ分科会

メタバースセキュリティ
ガイドライン策定チーム

・特別顧問 川森雅仁
・(一社)セキュアIoTプラットホーム協議会
・(一社)日本スマートフォンセキュリティ協会
・(一社)日本テレワーク協会
・(一社)日本音楽事業者協会
・片岡総合法律事務所

セキュアIoTプラットフォーム協議会
日本スマートフォンセキュリティ協会(JSSEC)技術部会
メタバースセキュリティWG

■WG参加企業（JSSEC会員）■
ニューリジェンセキュリティ株式会社
株式会社ラック
KDDI株式会社
アルプスシステムインテグレーション株式会社
日本電気株式会社
PwC
東京システムハウス株式会社
サイバートラスト株式会社
他

共同作成

■ 当協議会セキュリティ分科会と特別会員である他業界団体WGと連携し、ガイドライン検討・策定を推進し
ています



日本スマートフォンセキュリティ協会(JSSEC)のご紹介

13

■活動内容■
2011年に発足、昨年活動10周年を迎えたスマートフォンを安全に利用するための技術的な調査・研究・議論
を行っています。「Androidアプリのセキュア設計・セキュアコーディングガイド」を毎年発行しています。

■目的■
• 企業・団体における利用者が安心して高度なサービスを受けられるようにする。
• 実装すべきセキュリティレベルの理解を社会に浸透させ、提供者が安心して事業推進を行えるよう

にする。
• 利用者のセキュリティリテラシー向上のための活動も行い、さらに高度なサービスを受けられるよ

うにする。
• セキュリティを切り口とした「信頼できるニッポン！」を確立しグローバル市場へアピールする。

■体制■
会長
佐々木 良一 学校法人東京電機大学

副会長
井上 栄 FCNT株式会社
三ツ井 淳 ソフトバンク株式会社
森山 光一 株式会社NTTドコモ
本間 輝彰 KDDI株式会社

秋田 健太郎 サイバーソリューションズ株式会社

東 博暢 株式会社日本総合研究所

井上 栄 FCNT株式会社

大迫 典文 日本ヒューレット・パッカード株式会社

北村 裕司 サイバートラスト株式会社

久保 和寿 株式会社日立システムズ

佐々木 良一 学校法人東京電機大学

下村 正洋 特定非営利活動法人日本ネットワークセキュリティ協会

末政 延浩 株式会社TwoFive

デイビッド チャン 株式会社 EMPRESS SOFTWARE JAPAN

西本 逸郎 株式会社ラック

本間 輝彰 KDDI株式会社

三ツ井 淳 ソフトバンク株式会社

森山 光一 株式会社NTTドコモ

理事



JSSEC技術部会メタバースセキュリティWGのご紹介
■目的■
スマートフォンの新たな活用の方向として、メタバースに接続、利用するためのデバイスとしての役割が期
待されている。JSSECでは、スマートフォンが活用されるメタバースについてセキュリティ上の課題やプライバシ
ーについて技術的な観点から議論を行うべく、技術部会にメタバースセキュリティWGを設置した。

■活動内容■
・メタバース推進協議会セキュリティ分科会参加
・総務省「Web3時代のメタバース等の利活用に関する研究会」委員
・総務省「安心安全なメタバースの実現に関する研究会」委員
・イベント・パネルディスカッション等での登壇・講演
・メタバース全般の脅威に関する議論

■WG参加企業（JSSEC会員）■
ニューリジェンセキュリティ株式会社
株式会社ラック
KDDI株式会社
アルプスシステムインテグレーション株式会社
日本電気株式会社
PwC
東京システムハウス株式会社
サイバートラスト株式会社
他
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■ 別途資料にてご説明
(2023年12月15日一般社団法人 メタバース推進協議会 (https://jmpc.jp)お知らせよりダウンロード可能)

セキュリティガイドライン構成 内容事例

セキュリティガイドライン総論(第二版)
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■ 当セキュリティガイドライン策定において、川森雅仁特別顧問と連携し検討・策定を進めております

国際標準化に向けて

プルフィール

川森雅仁
(Masahito Kawamori)
慶應義塾大学大学院政策
メディア研究科 特任教授

■経歴概略
• NTT研究所において、AI研究、脳研究、電子医療、次世代ネットワーク、
放送通信連携、固定無線連携等の研究開発、実証、実用化に従事。
(社)電波産業会(ARIB)、(社)情報通信技術委員会(TTC)、 国連ITU
でIPTV、電子医療とアクセシビリティ標準化に従事。WHOエキスパート、
W3CでHTML5標準化。2013年より現職。
■外部役職等
・• 国際電気通信連合(ITU) e-Health ラポーター
• (社)TTC電子医療情報SWGリーダ
• 総務省、周波数の国際協調利用促進事業評価委員
• 総務大臣通信技術賞(電子医療分野等)R2年
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今後の計画

■ 23年内までに総論を一旦完成させ、24年度から各論の作成を開始し、24年度年内の仮完成を目指す

＜総論＞
• ～10月末 ：総論のドラフト化（詳細検討、アウトプットイメージに合わせた構成修正）
• 11月～12月末：総論の省庁レビュー
• ～24年1月 ：総論(α版)の完成・公開

＜各論＞
• 24年1月～7月：各論のドラフト作成
• 8月～9月 ：実証実験等での簡易アセスメント(有効性評価)
• 10月～12月 ：各論の省庁レビュー
• ～12月末 ：各論(α版)の完成・公開 

スケジュール
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アジェンダ

1.メタバース推進協議会のご紹介

2.セキュリティガイドライン総論(第二版)のご紹介

3.民主的価値に基づく原則等の例に関して
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一般社団法人 メタバース推進協議会


	スライド番号 1
	アジェンダ
	団体概要
	メタバース推進協議会の特性と目指すもの
	(参考)活動の様子
	メタバース推進協議会活動の全体像
	協議会としてのトレンド/社会実装に向けたアプローチ
	ガイドライン分科会、社会実装検討会の目的、役割分担
	アジェンダ
	セキュリティガイドラインの作成方針
	セキュリティガイドラインの作成アプローチ
	セキュリティガイドライン(総論)の内容紹介
	検討・策定メンバーのご紹介
	日本スマートフォンセキュリティ協会(JSSEC)のご紹介
	JSSEC技術部会メタバースセキュリティWGのご紹介
	セキュリティガイドライン総論(第二版)
	国際標準化に向けて
	���今後の計画
	アジェンダ
	一般社団法人 メタバース推進協議会

